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洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
芸
能
に
は
演
ず
る
者
が
存
在
す
る
と
同
時
に
受
容
す
る
者
も
存
在
す
る
。
中
国
に
お
い
て
説
唱
な
ど

の

口
唱
文
芸
と
と
も
に
芸
能
の
一
翼
を
担
う
演
劇
は
、
士
大
夫
な
ど
の
識
字
層
で
あ
る
と
文
盲
の
貧
下
層
民
で
あ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

俳
優
の
演
技
を
通
し
て
の
観
劇
を
主
た
る
受
容
の
方
法
と
す
る
。
ま
た
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
文
字
を
持
つ
読
書
人
層
は
、
脚
本
を

直
接
手
に
し
て
の
読
曲
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
も
受
容
す
る
。

　
さ
て
、
中
国
の
古
典
劇
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
一
五
年
に
王
国
維
の
『
宋
元
戯
曲
孜
』
が
上
梓
さ
れ
て
以
降
、
長
足
の
進
歩
を
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
て
き
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
青
木
正
児
氏
の
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
『
元
雑
劇
研
究
』
、
八
木
沢
元
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

『
明
代
劇
作
家
研
究
』
、
岩
城
秀
夫
氏
の
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
『
中
国
古
典
劇
の
研
究
』
な
ど
の
よ
う
に
、
文
献
に
拠
っ
て
劇
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
と
作
品
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
作
品
の
芸
術
的
価
値
を
論
ず
る
も
の
や
、
田
仲
一
成
氏
の
『
中
国
祭
祀
演
劇
研
究
』
『
中
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
族

と
演
劇
』
『
中
国
郷
村
祭
祀
研
究
』
の
ご
と
く
資
料
探
索
と
現
地
調
査
と
に
基
づ
い
て
、
演
劇
の
社
会
的
機
能
を
明
ら
か
に
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
と
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
中
国
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
周
胎
白
氏
の
『
中
国
戯
曲
発
展
史
綱
要
』
や
、
張
庚
・
郭
漢
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
氏
の
編
に
な
る
『
中
国
戯
曲
通
史
』
の
よ
う
な
文
学
史
研
究
の
一
環
と
し
て
の
戯
曲
研
究
の
み
な
ら
ず
、
近
年
出
土
し
た
文
物
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

て
、
演
劇
と
民
俗
や
社
会
史
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
彦
奔
氏
の
『
宋
元
戯
曲
文
物
与
民
俗
』
の
ご
と
き
優
れ
た
研

究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
下
に
あ
っ
て
、
　
『
中
国
戯
曲
観
衆
学
』
の
著
者
趙
山
林
氏
は
、
劇
作
家
あ
る
い
は
作
品
を
個
別
に
と
り
あ
げ

な
が
ら
、
演
劇
を
歴
史
的
・
発
展
的
な
視
点
か
ら
も
捉
え
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
論
考
を
公
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
・
楊
潮
観
四
考
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
　
一
九
八
四
年
第
三
期
）

　
　
　
　
　
趙
山
林
著
『
中
国
戯
曲
観
衆
学
』
（
根
ヶ
山
）
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・
我
国
古
代
曲
論
中
的
風
格
論
（
『
華
東
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
四
年
第
四
期
）

　
　
・
為
『
長
生
殿
』
中
的
”
情
”
一
弁
（
『
華
東
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
六
年
第
一
期
）

　
　
・
古
代
曲
論
中
的
観
衆
心
理
学
（
『
学
術
月
刊
』
一
九
八
六
年
第
二
期
）

　
　
・
晩
明
文
人
戯
曲
生
活
的
記
録
－
読
『
快
雪
堂
日
記
』
　
（
『
戯
劇
芸
術
』
一
九
八
七
年
第
三
期
）

　
　
・
論
古
代
戯
曲
民
俗
（
『
華
東
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
八
年
第
五
期
）

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
と
も
す
れ
ば
我
々
が
閑
却
し
が
ち
で
あ
っ
た
戯
曲
の
観
客
に
視
座
を
据
え
て
発
表
さ
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
本
書
に
は
宋
以
降
、
清
朝
に
至
る
各
時
代
の
各
階
層
の
戯
曲
受
容
の
様
相
が
究
明
さ
れ
、
明
清
の
戯
曲
評
論
の
書
に
見

え
る
戯
曲
演
出
に
関
す
る
言
説
を
観
客
論
と
し
て
再
構
築
し
体
系
化
す
る
こ
と
に
主
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
引
言

の

冒
頭
に
述
べ
る
「
観
客
が
い
な
け
れ
ば
、
戯
曲
は
存
在
し
得
」
ず
、
　
「
す
ば
ら
し
い
観
客
が
存
在
し
て
こ
そ
偉
大
な
る
劇
作
家
が
生

み

出
さ
れ
る
」
と
い
う
命
題
が
根
幹
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
本
書
の
内
容
に
沿
っ
て
私
見
を
交
え
な
が
ら
紹
介
に
移
り
た
い
。
ま
ず
は
各
章
の
構
成
を
目
録
に
し
た
が
っ
て
あ
げ
て
お
く
。

　
　
上
編
　
劇
場
与
観
衆

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

下
編

　
第
九
章

瓦
舎
勾
欄
与
早
期
市
民
観
衆
，
兼
論
演
員
的
観
衆
意
識

祭
神
賓
会
与
村
鎮
観
衆

両
種
特
殊
観
衆
－
商
人
与
軍
士

士
大
夫
及
其
家
班

幾
処
典
型
的
群
衆
戯
曲
活
動

戯
園
与
後
期
城
市
観
衆

婦
女
観
衆

宮
廷
戯
曲
演
出

観
衆
心
理
学

　
　
掌
握
観
衆
心
理
的
重
要
意
義

一
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第
十
章
　
観
衆
的
心
理
定
勢

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

第
十
四
章

第
十
五
章

　
ま
ず
上
編
の
八
章
で
は
、

　
第
一
章
は
、
都
市
部
に
お
け
る
戯
曲
上
演
に
つ
い
て
で
あ
る
。

北
宋
か
ら
南
宋
、

う
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

て
観
客
を
魅
了
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

を
、
　
『
漢
鍾
離
度
脱
藍
采
和
』
雑
劇
な
ど
の
曲
白
を
引
い
て
論
証
す
る
。

　
第
二
章
は
、
著
者
が
夙
に
発
表
さ
れ
た
「
論
古
代
戯
曲
民
俗
」
な
る
一
文
に
基
づ
き
な
が
ら
、
農
村
や
小
城
鎮
に
お
け
る
戯
曲
の
上

演
に

つ
い

て
論

じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
宋
以
降
の
随
筆
筍
記
類
に
見
え
る
記
事
を
捜
集
し
て
、
演
劇
が
迎
神
寮
会
を
主
要
な
形
式
と
し

て
農
民
の
手
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

　
言

う
ま
で
も
な
く
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
農
村
や
城
鎮
に
お
け
る
演
劇
は
宗
教
性
を
失
っ
て
芸
能
と
し
て
の
側
面
が
強
化
さ
れ

　
　
　
ユ

て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
　
『
楚
辞
』
「
九
歌
」
に
戯
曲
的
性
格
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
祭
祀
儀
礼
の
演
劇
化
は
宮
廷
儀
礼
に
起
源
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
の
見
解
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
演
劇
の
淵
源
や
演
劇
と
宗
教
儀
礼
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
更
に
検
討
さ

れ

る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
勾
欄
は
村
落
市
場
演
劇
が
都
市
に
流
入
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
演
劇
の
発
生
史
的
観
点

か

ら
す
れ
ば
第
一
章
と
第
二
章
と
で
論
述
が
先
後
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
、
客
商
や
軍
隊
の
声
腔
の
伝
播
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
ま
ず
著
者
は
宋
の
汁
京
や
臨
安
、
元
の
大
都
と
い
っ

た

都
市
部
に
お
け
る
観
客
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
客
商
を
あ
げ
、
明
代
に
お
け
る
箆
山
腔
、
ざ
陽
腔
の
発
展
も
商
品
経
済
の
発
達

　
　
　
　
　
趙
山
林
著
『
中
国
戯
曲
観
衆
学
』
（
根
ヶ
山
）

　
観
衆
的
心
理
因
素

　
以
観
衆
為
主
体
的
信
息
反
鎖
流
程

　
観
衆
審
美
趣
味
和
審
美
層
次
的
差
異
性

　
観
衆
審
美
敷
応
的
多
様
性

　
観
衆
審
美
趣
味
的
歴
史
可
変
性

　
　
　
　
観
客
の
階
層
格
差
と
そ
の
受
容
の
形
態
と
を
中
心
に
論
述
が
進
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
部
に
お
い
て
勾
欄
や
節
日
に
際
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
戯
曲
は
、

元
か

ら
明
へ
と
時
代
が
下
り
、
そ
の
形
式
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
て
商
品
化
し
、
観
客
の
存
在
が
注
目
を
浴
び
る
よ

　
　
　
　
し
か
も
観
客
至
上
の
意
識
が
通
底
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
当
時
に
あ
っ
て
は
、
名
優
の
名
演
技
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
脚
本
の
芸
術
的
価
値
の
有
無
、
演
目
の
多
寡
に
よ
っ
て
も
観
客
の
動
員
数
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
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に

連
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
客
商
の
な
か
で
も
徽
商
、
と
り
わ
け
塩
商
た
ち
は
音
曲
を
好
み
、
自
己
顕
示
欲
の
た
め
に
声
伎

や
戯
班
を
擁
し
て
戯
曲
に
親
し
ん
だ
と
言
う
。
ま
た
清
代
に
お
け
る
榔
子
腔
、
皮
黄
腔
の
成
立
が
明
代
以
来
の
山
陳
・
安
徽
・
江
西
の

客
商
の
往
来
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
『
揚
州
画
肪
録
』
や
『
荷
廊
筆
記
』
の
記
事
に
基
づ
い

て
、
揚
州
・
広
州
で
の
戯
曲
の
発
展
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
方
、
軍
隊
の
声
腔
伝
播
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代
表
的
な
資
料
と

し
て
海
塩
腔
の
流
伝
の
様
相
を
述
べ
る
湯
顕
祖
の
「
宜
黄
県
戯
神
清
源
師
廟
記
」
を
と
り
あ
げ
る
。

　
著
者
が
声
腔
の
発
展
要
因
と
し
て
商
品
経
済
の
繁
栄
を
あ
げ
る
の
は
と
も
あ
れ
、
箆
山
腔
の
観
客
層
に
商
人
を
含
め
る
の
は
適
当
で

は
な
い
。
王
騨
徳
の
『
曲
律
』
巻
第
二
「
論
腔
調
第
十
」
の
条
に
も
言
う
よ
う
に
、
毘
山
腔
は
ざ
陽
腔
系
の
戯
曲
の
二
割
か
ら
三
割
程

度
し
か
支
持
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
は
専
ら
ざ
陽
腔
系
の
戯
曲
を
愛
好
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
塩
の
専
売
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

て

巨
富
を
蓄
え
た
山
西
・
陳
西
・
徽
州
の
商
人
は
、
明
代
中
期
以
降
、
塩
の
集
散
地
で
あ
る
揚
州
に
移
住
し
た
。
た
め
に
地
方
土
腔
は

揚
州
を
中
心
に
融
合
し
た
の
で
あ
り
、
著
者
の
言
う
ご
と
く
各
地
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
更
に
こ
の
よ
う
に

声
腔
の
伝
播
が
客
商
や
軍
隊
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
け
れ
ど
も
、
本
書
が
観
客
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
以
上
、

そ
れ
ぞ

れ
の

声
腔
の
対
象
と
な
っ
た
観
客
層
に
つ
い
て
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
代
に
限
っ
て
も
、
葉
徳
均
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
明
代
南
戯
五
大
腔
調
及
其
支
流
」
に
よ
れ
ば
、
毘
山
腔
、
海
塩
腔
は
士
大
夫
層
を
、
ざ
陽
腔
、
余
銚
腔
は
よ
り
低
い
階
層
を
主
た
る

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
観
客
層
の
格
差
に
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
著
者
の
論
文
「
晩
明
文
人
戯
曲
生
活
的
記
録
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
士
大
夫
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
を
中
心

に

資
料
を
捜
集
し
な
が
ら
論
述
さ
れ
る
。
士
大
夫
の
な
か
に
は
管
志
道
や
高
華
竜
の
よ
う
に
観
劇
が
精
神
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

の

見
解
を
示
す
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
顧
起
元
の
ご
と
く
演
劇
な
ど
の
芸
能
を
雅
事
と
し
て
推
奨
す
る
士
大
夫
も
存
在
し
た
こ
と
を
明

記
す
る
。
ま
た
王
世
貞
、
李
開
先
、
郷
迫
光
、
萢
允
臨
、
許
自
昌
、
薦
夢
禎
な
ど
の
よ
う
に
家
班
を
擁
し
た
士
大
夫
が
数
多
く
存
在
し

た
こ
と
を
示
し
て
、
家
班
に
は
自
娯
、
交
際
、
芸
術
の
実
践
と
い
う
三
種
の
効
能
が
存
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
家
班
が
と
り
わ
け
明
代
の
士
大
夫
に
培
わ
れ
、
大
い
に
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
は
著
者
の
鍍
説
さ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
家

班
の

主
催
者
た

る
士
大
夫
を
観
客
の
一
員
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
士
大
夫
の
家
班
に
特
徴
的
な
演
目
つ
い
て
も
言
及
し
て

ほ

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
漏
夢
禎
や
祁
彪
佳
は
詳
細
な
日
記
を
残
し
て
お
り
、
家
班
に
よ
る
娯
楽
の
た
め
の
戯
曲
上
演
に
関
す

｝
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る
記
述
は
も
と
よ
り
、
祀
神
の
た
め
の
戯
曲
上
演
、
村
落
に
お
け
る
観
劇
の
記
事
も
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
よ
り
す
れ
ば
、
観
客
と
し
て

の
士
大
夫
の

好
尚
も
よ
り
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
五
章
は
、
戯
曲
上
演
の
場
・
形
態
・
季
節
に
つ
い
て
で
あ
る
。
西
湖
に
は
元
雑
劇
の
後
期
作
家
た
ち
が
居
住
し
、
風
光
を
愛
で
る

明
の
文
人
が
参
集
し
た
た
め
立
春
を
中
心
に
戯
曲
上
演
が
盛
行
し
た
こ
と
、
明
清
の
経
済
活
動
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
揚
州
は
清
明
節

に

画
肪
で
唱

曲
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
特
色
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
明
の
旧
都
で
あ
り
清
代
の
一
経
済
拠
点
で
も
あ
る
南
京
に
接
す
る
秦
准

河
で
は

夏
季
に
水
楼
や
旧
院
青
楼
に
お
い
て
戯
曲
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
、
明
清
の
交
替
期
に
毘
曲
が
盛
行
し
た
蘇
州
の
虎
丘
の
中
秋
に

は
野
外
で
の
唱
曲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
泰
山
の
廟
会
で
は
進
香
の
余
に
戯
曲
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
六
章
は
、
都
市
部
に
お
け
る
戯
園
の
発
達
に
と
も
な
う
興
行
演
劇
の
転
変
と
そ
の
観
客
に
つ
い
て
述
べ
る
。
酒
楼
に
お
け
る
戯
曲

上
演
は

『
武
林

旧
事
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
宋
元
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
末
清
初
に
は
そ
れ
が
従
来
に
増
し
て
発
達
し
た
。

乾
隆
中
葉
に
な
る
と
北
京
で
戯
園
を
兼
ね
た
茶
園
が
出
現
し
始
め
た
。
更
に
清
代
中
葉
以
後
は
明
代
に
栄
え
た
士
大
夫
の
家
班
が
衰
落

し
た
た
め
、
旧
来
の
都
市
部
に
お
け
る
興
行
演
劇
の
観
客
の
一
員
と
し
て
士
大
夫
が
合
流
し
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
大
野
美
穂
子
氏
の
「
上
海
に
お
け
る
戯
園
の
形
成
と
発
展
」
に
よ
れ
ば
、
戯
園
は
北
京
や
蘇
州
で
は
乾
隆
年
間
に
始
ま
り
、
上
海
で

は

威
豊
年
間
に
よ
う
や
く
登
場
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
戯
曲
上
演
の
場
に
の
み
留
意
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
地

域
的

な
格
差
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
章
で
は
、
婦
女
の
観
客
に
つ
い
て
述
べ
る
。
婦
女
の
観
劇
が
法
令
や
家
訓
、
世
論
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、
劉
克

荘
の
「
聞
祥
応
廟
優
戯
甚
盛
」
詩
な
ど
か
ら
、
実
際
に
は
村
落
都
市
を
問
わ
ず
積
極
的
に
観
劇
の
列
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
　
『
牡
丹
亭
』
を
愛
玩
し
た
愈
二
娘
や
商
小
玲
の
逸
話
や
、
仮
構
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
『
西
廟
記
』
『
牡
丹
亭
』
の
曲
辞
に
心
を
惹

か
れ

る
林
黛
玉
の
姿
を
描
く
『
紅
楼
夢
』
の
一
場
面
な
ど
を
、
女
性
の
戯
曲
愛
惜
の
典
型
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
呉
人
の
三
人
の
妻
の

手
に

な
る
『
呉
呉
山
三
婦
評
本
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
ご
と
き
は
、
閨
閣
に
あ
る
婦
女
が
如
何
に
戯
曲
を
能
く
解
し
た
か
を
物
語
っ
て
い

る
と
言
う
。

　
第
八
章
は
、
宋
代
以
降
の
宮
廷
で
の
戯
曲
上
演
、
皇
帝
の
戯
曲
愛
好
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
著
者
は
専
ら
皇
帝
の
演
劇
愛
好
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
宮
廷
演
劇
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
要
件
が
存
在

　
　
　
　
　
趙
山
林
著
『
中
国
戯
曲
観
衆
学
』
（
根
ヶ
山
）
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中
国
文
学
論
集
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ヨ

す

る
。
例
え
ば
南
曲
全
盛
の
明
代
に
あ
っ
て
、
宮
廷
内
で
は
な
お
も
北
曲
雑
劇
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
明
の
歴
代
皇
帝
の
演

劇
愛
好
は
、
彼
ら
の
出
自
が
平
民
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
庶
民
的
な
雰
囲
気
の
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
宮
廷
内
で
の
上
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

に

は
種
々
の
制
約
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
曲
辞
は
も
と
よ
り
白
ま
で
も
厳
密
な
校
閲
を
経
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
下
編
の
七
章
は
戯
曲
が
観
客
に
及
ぼ
す
心
理
的
効
果
、
観
客
の
審
美
観
の
多
様
性
を
中
心
に
行
論
さ
れ
る
。

　
第
九
章
は
、
古
来
、
演
技
・
脚
本
創
作
・
演
出
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
観
客
の
心
理
の
把
握
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。

俳
優
の
立
場
か
ら
は
活
之
恒
な
ど
の
見
解
を
、
劇
作
家
の
立
場
か
ら
は
上
演
効
果
と
観
客
の
反
応
に
注
目
し
た
呂
天
成
、
脚
本
と
舞
台
・

劇
作
家
と
観
客
と
の
関
係
に
注
目
し
た
耶
彪
佳
、
本
色
当
行
論
を
唱
え
た
王
騨
徳
、
戯
曲
の
構
成
・
言
語
・
音
律
に
着
目
し
た
李
漁
の

論
を
、
ま
た
演
出
の
立
場
か
ら
は
播
之
恒
や
李
漁
を
と
り
あ
げ
て
、
彼
ら
が
観
客
の
存
在
を
如
何
に
意
識
し
て
い
た
か
を
詳
述
す
る
。

　
岩
城
秀
夫
氏

も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戯
曲
評
論
は
「
元
曲
か
ら
南
曲
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
曲
辞
中
心
の
批
評
が
、
次
第
に
立
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

的

な
鑑
賞
の
方
に
動
」
い
て
い
た
。
鑑
賞
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
観
客
の
立
場
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
観
客
を
意
識
し
、
観
客
の

立
場
か

ら
な
さ
れ
た
戯
曲
評
論
を
、
著
者
が
観
客
論
と
し
て
捉
え
た
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
十
章
で
は
、
観
劇
に
際
し
て
の
観
客
の
心
理
状
態
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
ず
べ
き
演
技
、
演
出
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま

ず
湯
顕
祖
や
謝
肇
澗
な
ど
の
言
説
を
と
り
あ
げ
て
、
観
客
は
戯
曲
の
内
容
が
史
実
で
あ
る
か
仮
構
で
あ
る
か
に
強
い
て
拘
泥
し
な
い
芸

術
観
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
観
劇
と
は
戯
曲
の
内
容
だ
け
を
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
演
技
を
も
観
る
の
で

あ
り
、
常
に
新
た
な
演
出
が
施
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
観
客
に
感
銘
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。
更
に
舞
台
・
所
作
・
瞼
譜
に

関
す
る
中
国
の
戯
曲
に
固
有
の
規
則
を
あ
げ
、
観
客
は
こ
れ
ら
の
理
解
な
く
し
て
内
容
の
把
握
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
説
く
。
最
後
に

観
客
が
善
悪
・
愛
憎
の
峻
別
を
求
め
る
例
と
し
て
張
鳳
翼
の
『
鳴
鳳
記
』
な
ど
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
中
国
の
戯
曲
に
お
い
て

頻
出
す
る
大
団
円
の
結
末
は
、
善
行
に
は
善
報
が
、
悪
行
に
は
悪
報
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
観
客
の
理
想
が
戯
曲
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
中
国
の
演
劇
に
お
け
る
悲
劇
の
不
徹
底
、
す
な
わ
ち
必
ず
団
円
に
終
わ
る
と
い
う
形
式
つ
い
て
は
、
神
誕
祭
礼
と
建
酷
祭

礼
と
が
不
可
分
で
あ
る
た
め
、
前
半
に
凶
礼
の
建
酷
儀
礼
が
、
後
半
に
吉
礼
の
祀
神
儀
礼
が
行
わ
れ
る
と
い
う
祭
祀
形
態
に
由
来
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
演
劇
の
発
生
史
的
な
観
点
か
ら
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
観
客
の
心
理
か
ら
す
れ
ば
、
著
者
の
見
解
も
妥
当
な
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
十
一
章
は
、
劇
場
と
い
う
特
殊
な
場
で
の
観
客
の
心
理
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
で
あ
る
。
戯
曲
は
史
実
と
仮
構
、
旧
来
の
も
の
と

新
奇
な
る
も
の
、
観
客
の
注
意
力
を
集
中
さ
せ
る
た
め
の
規
則
的
な
る
も
の
と
変
化
と
が
混
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
観

劇
後

も
余
韻
を
残
す
ほ
ど
の
内
容
と
演
技
が
必
要
で
あ
り
、
観
客
の
審
美
的
な
情
感
と
理
性
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
明
清
の
戯
曲

理
論
に

は
、
こ
う
し
た
戯
曲
構
成
や
演
技
の
手
法
を
用
い
て
観
客
の
心
理
を
把
握
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
言
う
。
ち
な
み
に
本
゜

章
は
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七
年
度
「
上
海
市
哲
学
社
会
科
学
聯
合
会
優
秀
成
果
奨
」
を
受
賞
し
た
著
者
の
論
文
「
古
代
曲
論
中
的
観

衆
心
理
学
」
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
十
二
章
で
は
、
作
者
・
俳
優
・
観
客
の
三
者
の
関
係
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
戯
曲
に
と
っ
て
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
要
件
は
、

こ
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
の
反
応
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
孔
尚
任
が
『
桃
花
扇
』
執

筆
に
あ
た
っ
て
、
十
年
の
歳
月
を
経
、
三
た
び
稿
を
易
え
、
よ
う
や
く
人
口
に
膳
長
し
得
る
作
品
と
し
て
完
成
し
た
こ
と
や
、
張
岱
の

『
陶
庵
夢
憶
』
巻
七
「
泳
山
記
」
に
見
え
る
観
客
の
反
応
と
、
劉
半
航
の
指
摘
に
基
づ
く
そ
の
改
編
、
湯
顕
祖
が
宜
黄
の
海
塩
腔
の
俳

優
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。

　
第
十
三
章
は
、
都
市
と
農
村
、
読
書
人
と
非
読
書
人
と
の
審
美
的
な
志
向
の
格
差
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
包
世
臣
の
言
説
の
ご

と
く
、
士
大
夫
と
都
市
の
市
民
や
村
落
の
農
民
と
の
審
美
感
は
異
な
り
、
演
目
の
好
尚
も
異
な
る
。
官
商
士
紳
の
観
劇
の
典
型
を
示
す

も
の
と
推
定
さ
れ
る
『
精
刻
繍
像
楽
府
紅
珊
』
に
は
「
宴
会
喜
慶
」
「
訓
講
功
名
」
「
風
情
離
合
」
類
の
演
目
が
多
く
含
ま
れ
、
農
民
の

そ
れ

と
推
定
さ
れ
山
西
瀦
城
県
崇
道
郷
南
舎
村
に
お
け
る
迎
神
費
社
の
儀
礼
の
順
序
を
記
録
す
る
『
迎
神
費
社
礼
節
伝
簿
四
十
曲
宮
調
』

と
明
末
蘇
州
の
劇
作
家
李
玉
の
『
永
団
円
』
に
は
「
豪
侠
征
戦
」
「
仙
仏
神
話
」
類
が
多
い
こ
と
か
ら
、
階
層
の
違
い
に
よ
る
観
客
の

審
美
的
な
志
向
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
ま
た
『
礼
節
伝
簿
』
は
北
曲
系
統
の
、
　
『
永
団
円
』
に
は
南
曲
系
統
の
曲
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
差
に
よ
る
審
美
的
な
志
向
の
相
違
を
も
例
証
す
る
。

　

こ
こ
で
は
何
ゆ
え
『
楽
府
紅
珊
』
『
礼
節
伝
簿
』
『
永
団
円
』
の
三
種
が
選
択
さ
れ
た
の
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
『
楽
府
紅

珊
』
は
そ
も
そ
も
ざ
陽
腔
か
ら
変
化
し
た
徽
調
の
散
駒
集
で
あ
り
、
そ
こ
に
収
載
さ
れ
る
散
駒
は
商
人
層
を
観
客
の
中
心
と
す
る
演
目

に

分
類
さ
れ
て
然
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
が
官
商
士
紳
と
い
う
大
き
な
枠
組
の
観
客
を
設
定
し
、
　
『
楽
府
紅
珊
』
収
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
一
号

載
の
戯
曲
を
彼
ら
の
観
劇
の
典
型
を
示
す
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。
し
か
も
明
代
士
大
夫
層
の
観
劇
の

典
型

を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
漏
夢
禎
の
『
快
雪
堂
日
記
』
に
記
録
さ
れ
た
観
劇
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
専
ら
「
風
情
離
合
」
類
の
演
目
の

み
が

多
数
を
占
め
て
お
り
、
士
大
夫
層
と
商
人
層
の
好
尚
に
は
少
な
か
ら
ぬ
格
差
が
存
す
る
。
ま
た
著
者
が
万
暦
二
年
の
抄
本
と
し
て

取

り
扱
う
『
礼
節
伝
簿
』
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
古
い
形
態
の
祭
祀
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
果
し
て
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

代
に

ま
で
湖
り
得
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
『
永
団
円
』
第
四
駒
「
会
募
」
は
南
京
城
外
に
お
け
る
元
宵
節
と
い
う
特
定

の

節
日
の
、
し
か
も
劇
中
人
物
の
扮
装
行
列
の
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
は
著
者
自
身
が
第
二
章
で
引
用
す
る
蘇
州
府
の
社
祭
の
模
様
を
記

録
す

る
王
梶
登
の
『
呉
社
篇
』
も
有
効
な
資
料
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
十
四
章
に
は
、
観
客
の
審
美
観
の
多
様
性
が
論
じ
ら
れ
る
。
　
『
拝
月
亭
』
を
推
奨
す
る
何
良
俊
・
李
賛
・
徐
復
柞
と
『
琵
琶
記
』

を
推
奨
す
る
王
世
貞
・
呂
天
成
・
王
騨
徳
の
論
争
、
　
『
西
廟
記
』
に
つ
い
て
そ
の
曲
詞
を
賞
す
る
朱
権
・
王
世
貞
、
全
体
の
力
量
を
推

す
王
験
徳
・
李
漁
、
総
合
的
に
高
い
評
価
を
下
す
李
賛
・
金
聖
嘆
の
見
解
、
ま
た
『
牡
丹
亭
』
に
つ
い
て
文
震
亨
・
『
伝
奇
彙
考
』
の

機
刺
説
、
情
を
通
篇
の
主
題
と
み
な
す
呂
天
成
・
王
思
任
、
　
「
玉
茗
堂
四
夢
」
の
最
高
傑
作
に
あ
げ
る
張
埼
・
張
岱
・
毛
先
紆
、
　
「
二

夢
」
に
及
ぼ
な
い
と
す
る
王
騨
徳
・
黄
周
星
・
陳
棟
な
ど
を
例
と
し
て
あ
げ
る
。
更
に
『
牡
丹
亭
』
の
「
柳
」
「
梅
」
の
象
徴
す
る
も

の
に

関
す
る
各
種
の
見
解
を
あ
げ
、
如
上
の
評
価
の
多
様
性
の
要
因
と
す
る
。

　
第
十
五
章
は
、
時
代
の
流
れ
に
と
も
な
う
戯
曲
の
内
容
の
変
質
、
観
客
の
志
向
や
受
容
の
あ
り
か
た
の
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま

ず
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
の
移
行
に
と
も
な
い
、
亡
き
明
朝
へ
の
思
慕
を
託
し
た
作
品
、
例
え
ば
孔
尚
任
の
『
桃
花
扇
』
、
李
玉
の
『
千

忠
鐵
』
、
洪
昇
の
『
長
生
殿
』
の
ご
と
き
が
創
ら
れ
る
。
次
に
李
卓
吾
の
よ
う
な
時
代
を
風
靡
す
る
新
思
潮
の
出
現
に
よ
っ
て
、
価
値

観
や
道
徳
観
が

変
化
し
、
恋
愛
観
が
萌
芽
す
る
に
と
も
な
い
戯
曲
の
内
容
も
従
来
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
劇
種
の
発
展
は
、

そ
の

ま
ま
声
腔
の
発
展
史
で
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
更
に
は
戯
曲
の
鑑
賞
の
方
法
も
、
戯
曲
全
篇
を
通
し
て
観
る
「
全
本
戯
」
か
ら
、

一
部
の

み

を
鑑
賞
す
る
「
折
子
戯
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

　
以
上
、
甚
だ
乱
暴
な
内
容
要
約
と
、
こ
と
さ
ら
に
項
末
な
点
を
論
ず
る
こ
と
に
終
始
し
て
、
必
ず
し
も
本
書
の
価
値
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
書
評
に
な
っ
た
こ
と
を
危
惧
す
る
。
と
も
あ
れ
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
戯
曲
は
宗
教
儀
礼
と
し
て
よ
り
も
芸
能
と
し
て
の
色
彩
が

濃
厚
に
な
り
、
や
が
て
芸
術
的
に
も
昇
華
さ
れ
て
く
る
。
作
者
は
観
客
の
存
在
を
意
識
し
、
観
客
は
作
者
や
俳
優
に
よ
り
高
度
な
芸
術
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性

を
要
求
す
る
。
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
を
観
る
に
せ
よ
、
脚
本
を
手
に
と
っ
て
読
む
に
せ
よ
、
ま
た
読
書
人
層
で
あ
ろ
う
と
、

非
読
書
人
層
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
受
容
す
る
以
上
、
観
客
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
著
者
は
本
書
に
お
い
て
戯
曲
の
テ
キ
ス
ト
研
究
や
語
彙
研
究
と
い
っ
た
従
来
の
文
学
史
的
研
究
と
は
一
線
を
画
し
、
こ
れ
ま
で
正
面

か

ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
受
容
者
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
点
で
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け

各
階
層
ご
と
の
受
容
の
様
相
や
、
戯
曲
を
創
る
側
、
演
ず
る
側
の
観
客
へ
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
は
そ
の
研
究
の
基
礎
と
な
る

べ

き
彪
大
な
資
料
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
戯
曲
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
海
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
六
月
、
三
一
七
頁
）

注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（1
0
）

（1
1
）

（1
2
）

弘
文
堂
、

岩
波
書
店
、

講
談
社
、

創
文
社
、

創
文
社
、

東
京
大
学
出
版
会
、

東
京
大
学
出
版
会
、

東
京
大
学
出
版
会
、

上
海
古
籍
出
版
社
、

中
国
戯
劇
出
版
社
、

文
化
芸
術
出
版
社
、

前
掲
注
（
6
） 一

九

三
〇
。
の
ち
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
春
秋
社
、
一
九
ヒ
ニ
、
に
収
む
。

　
］
九
四
八
。
の
ち
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
、

一
九

五
九
。

一
九
七
三
。

一
九
八
六
。

一
九
八
一
。

一
九

八
五
。

一
九

八
九
。

一
九
七
九
。

一
九

八
〇
～
一
九
八
一
。

一
九
八
九
。

『
中
国
祭
祀
演
劇
研
究
』
十
八
頁
～
。

に

収
む
。
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（1
3
）

（1
4
）

（1
5
）

（1
6
）

（1
7
）

（1
8
）

（1
9
）

（2
0
）

（2
1
）

　
　
中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
一
号

青
木
正
児
氏
「
楚
辞
九
歌
の
舞
曲
的
結
構
」
、
　
『
支
那
文
学
芸
術
考
』
、
弘
文
堂
、
　
一
九
四
二
、
所
収
。
の
ち
『
青
木
正
児
全
集
』
第
二
巻
、
春

秋
社
、
一
九
七
〇
、
に
収
む
。
ま
た
藤
野
岩
友
氏
『
巫
系
文
学
論
』
、
大
学
書
房
、
一
九
五
一
。

塩
商
に
つ
い
て
は
寺
田
隆
信
氏
『
山
西
商
人
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、
一
九
七
二
）
、
佐
伯
富
氏
『
中
国
塩
政
史
の
研
究
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九

八
七
）
に
詳
し
い
。

『
戯
曲
小
説
叢
考
』
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
。

『
お
茶
の
水
史
学
』
二
十
六
・
二
十
七
、
一
九
八
三
。

岩
城
秀
夫

氏
「
明
の
宮
廷
と
演
劇
」
、
前
掲
注
（
4
）
　
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
所
収
。

小
松
謙
氏
「
内
府
本
系
諸
本
考
」
、
　
『
田
中
謙
二
博
士
頒
寿
記
念
中
国
古
典
戯
曲
論
集
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
、
所
収
。

「戯
曲
評
論
の
発
生
」
、
前
掲
注
（
4
）
　
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
所
収
。

前
掲
注

（
6
）
　
『
中
国
祭
祀
演
劇
研
究
』
二
五
三
頁
。

磯
部
彰
氏
は
「
『
迎
神
審
社
礼
節
伝
簿
四
十
曲
宮
調
』
に
収
め
ら
れ
る
『
西
遊
記
』
関
係
隊
舞
戯
に
つ
い
て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
〇
号
、

一
九
八

八
）
に
お
い
て
、
　
「
万
歴
」
な
る
年
号
の
標
記
は
乾
隆
帝
の
韓
「
弘
暦
」
を
避
け
た
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
年
間
以
降
の
成
立
と
み
な
し

て
い

る
。
小
松
謙
氏
は
「
劉
秀
伝
説
考
」
（
『
未
名
』
第
九
号
、
一
九
九
一
）
に
お
い
て
、
避
誰
が
極
め
て
厳
格
で
あ
っ
た
清
朝
に
お
い
て
康
煕

帝
の

誹
「
玄
樺
」
の
「
玄
」
字
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
民
国
に
入
っ
て
か
ら
の
抄
写
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
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